
№�

プロジェクト研究�

アフリカ農村開発手法の作成�

別冊「マリ国セグー地方南部砂漠化防止計画調査」�

フォローアップ調査�

平成16年３月�

独立行政法人�

国 際 協 力 機 構 �

農 調 計 �

04 －26

J  R



序  文 

 

アフリカ諸国では 1980 年代以降、経済の低迷や環境の劣化が進行し、人口の大部分が居住する農村

部の貧困が深刻化しています。これに対し、わが国を含む多くの援助国、国際機関、国際NGO等が様々

な農村開発事業を展開してきました。しかし、アフリカ諸国においては、自然条件、社会条件ともに開

発に係る制約要因が多く、開発協力事業の実施環境は一般に他の開発途上地域に比較して厳しく、特に

開発調査によって提示された計画の実施が極めて困難な状況があります。このことから、（独）国際協

力機構では近年、アフリカ諸国における開発調査の効果的な活用方法を探るため、様々な試みを実践し

ております。「実証調査を伴う開発調査」はその１つの形態で、開発調査期間にパイロット的にプロジ

ェクトを実施し、その成果を踏まえて開発計画を策定するもので、1999 年以降、アフリカ諸国を中心

とした国々で実施しております。 

 

 （独）国際協力機構では、今後のアフリカ諸国における農村開発調査をより効果的に実施するための

教訓を得ることを目的にして、2001年度よりこれらの「パイロット事業を伴う開発調査」のフォローアッ

プ調査を行なってきました。2001年度の「ケニア共和国バリンゴ県半乾燥地域農村開発計画調査」、2002

年度の「タンザニア国コースト州貧困農家小規模園芸開発計画」に続き、2003年度には、「マリ国セ

グー地方南部砂漠化防止計画調査」を対象に、実証調査で実施したパイロット事業が地域に根いていく

（あるいは途中で跡絶えてしまう）諸要因についての考察することを主たる目的に、関係者からの聞き取

りや現地踏査により調査を行って、教訓として取りまとめました。なお、本調査及び取りまとめは、（財）

国際開発センターが担当しました。 

 

本書が機構職員のみならず、広くアフリカ諸国における農村開発協力に携わっておられる関係各位の

一助となることを願っております。 

 

平成16年３月 

 独立行政法人 国際協力機構 

        農林水産開発調査部長 

 平松 紀延 
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